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これを 0 ーフェニルフエノールを用いて共沈させて捕集する。この方法により天然水中の A l， Cu, 
Zn , Mo およびU を精度よく簡便に定量分析することが出来る。






















(2) 天然水中の微量元素の濃縮法として O ーフエニルフェノールを用いる金属キレートの固一液分離
捕集法むよびピロリジンカルボジチオ酸キレートのクロロホルム抽出法を考案し，中性子放射化分
析のための前処理法として有用で、あることを見出している。
(3) 水中の微量元素の濃縮法としてジチオカルパメートセルロースカラムを用いる方法を考案し，水
中の微量金属イオンの捕集 中性子放射化分析法を確立している口
以上のように本論文は環境汚染因子としての微量重金属元素に着目し，その濃縮法と分光分析，或
は中性子放射化分析法を組合せて簡便，迅速な分析法を完成したもので環境分析化学，安全工学など
の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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